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雑　感

思文閣美術館＿雛とミニチュアのお道具展

最近のお引渡し現場

必要なものを必要な方のもとへ

 素直な耳

隨 想（本を務む）

40代からの子育て

50

　御簾越しに藤原公任「あなかしこ、こ
のわたりに若紫やさぶらう」
式部「源氏に似るべき人も見えたまはぬ
に云々」と「紫式部日記」の寛弘五年
（一○○八）十一月一日の条に書かれてお
り、この時既に若紫の巻が後宮にかなり
流布していて且つかなり評判になってい
たようである。
　源氏物語が書かれて今年で千年。これ
を機に「源氏物語」を読んでみようと買
い求めたのが新潮日本古典集成一巻から
八巻。原文横には部分的に現代語訳が書
かれてあり、原文からあまり目をそらさ
ずに読むことが出来、昔言葉が醸し出す
雰囲気を出来るだけイメージしながら読
んでみた。
　読み進むうちにふと思ったのが、今の
京ことばでならどう表現するのかという
素朴な疑問。探せばあるもので、見つけ
出したのが「京ことばで綴る源氏物語」
なるＣＤ。移動中の車の中で聴いてみる
と、やはり分かりやすい。監修は国文学
者の中井和子さん。朗読は北山たか子さ
ん。我が地元ＫＢＳ京都開局50周年記念
ラジオ朗読番組として放送されたものを
収録したＣＤ。

　初巻「桐壷」さわりの部分を、原文／
現代京ことばでワンフレーズ（こんなこ
とばを使っていいのでしょうか？）毎に
対比してみます。

［原文］
いづれの御時にか、女御、更衣あまたさ
ぶらひたまひけるなかに、いとやむごと
なき際にはあらぬが、すぐれて時めきた
まふありけり。
（現代京ことば）
どの天子さんの御世のことでござりまし
たやろか。女御や更衣が大勢待っといや
したなかに、そないに重い身分の方では
ござりまへえで、それはそれは時めいと
いやすお方がござりました。

［原文］
はじめより我は思ひ上がりたまへる御か
たがた、めざましきものにおとしめ嫉み
たまふ。
（現代京ことば）
はじめから、ご自分こそはと、自惚れを
もっといやすお方々は、出すぎた女やと、
さげすんだり嫉んでおいでどす。

［原文］
同じほど、それより下﨟の更衣たちは、
ましてやすからず。
（現代京ことば）
同ンなじぐらいやら、もっと下の更衣た
ちは、なおさら気が休まりまへん。

［原文］
朝夕の宮仕へにつけても、ひとの心をの

み動かし、恨みを負う積りにやありけむ、
いとあつしくなりゆき、もの心細げに里
がちなるを、いよいよあかずあはれなる
ものに思ほして、人のそしりをもえ憚ら
せたまはず、世のためしにもなりぬべき
御もてなしなり。
（現代京ことば）
朝晩の宮仕へのたんびに、人さんの気ィ
ばっかりもまして、恨みをうけたのがつ
もりつもったのどっしゃろか、病気がち
で、心細そうに、お里にばっかり下らは
りますので、余計ふびんにお思い遊ばし
て、人のそしりもお構いやさんと、この
ことが世の例しにもなってしまいそうな
おもてなしでござります。

［原文］
上達部、上人なども、あいなく目を側め
つつ、いとまばゆき人の御おぼえなり。
唐土にも、かかる事の起りにこそ、世も
乱れ、あしかりけれど、やうやう天の下
にもあぢきなう、人のもてなやみぐさに
なりて、楊貴妃の例も引き出でつべくな
りゆくに、いとはしたなきこと多かれど、
かたじけなき御心ばへのたぐひなきを頼
みにてまじらひたまふ。
（現代京ことば）
上達部や、殿上人なども、どうしようも
のう、つい目をそむけて、「ほんまに、
みてられへんようなご寵愛ぶりやなぁ。
もろこしでも、きっとこないなことがも
とで乱がおこり、困ったことになったん
やがなぁ」と、時がたつにつれて世の中
の人も苦々しう、なやみの種にするよう

になり、楊貴妃の例しも引かれたりして、
ほんまにはしたないことばっかり多かっ
たのどすけど、有り難いご寵愛の、この
上ないのだけをたよりに、殿上のおつき
合いをしといやすのでござります。

［原文］
父の大納言は亡くなりて、母北の方なむ、
いにしへの人のよしあるにて、親うち具
し、さしあたりて世のおぼえはなやかな
る御かたがたにもいたう劣らず、なにご
との儀式をももてなしたまひけれど、と
りたてて、はかばかしき後見しなければ、
ことある時は、なほより所なく心細げな
り。
（現代京ことば）
父の大納言は亡うならはりましたが、母
北の方が、旧家の出ェの由緒あるお人で、
両親がうち揃うて、世間の評判も華やか
なお方々にも見劣りせんと、どんな儀式
もきちんとおつとめやしたけど、これと
いうしっかりした後ろ盾がござりまへん
ので、何か事のある時は、やっぱり拠り
所がのうて、お心細うでござります。

　比べてみれば理解度は断然（現代京こ
とば）＞［原文］。高校時代に習って以
来の源氏物語。まずはＣＤを聴きながら
現代京ことばを読み、原文を読み返す。
これを繰り返して年内に五十四帖読破出
来ますや否や？興味津々なり。

　　　　　  愛(め)でたきもの

雛とミニチュアのお道具展

手作り講習会

日時：2008年2月29日（金） 午後1時半より

　　 　「古裂で作る押し絵の雛の小箱」

講師：高山順子先生（古裂細工作家）

定員：15名　予約制

※予約制　2月1日より予約受付開始

　　詳しくはお電話にてお問い合わせ下さい。
　　　（TEL　075‐771‐7771）

　2003年・2007年の春、雛の節句にちなんだ企画展としてご好評頂いた「雛とミ

ニチュアのお道具展」を今春も開催いたします。

　古来より愛され、人々の心を捉えて離さないミニチュアの魅力は、その愛らし

さはもちろんですが、実物以上の繊細さ・緻密さを兼ね備えている点にあります。

そこには作り手たちの心意気や高い美意識が随所に息づいています。

　本展では豆雛と雛道具を中心に、関西特有の雛道具（お台所道具）、貝合せ、

お茶道具、豆人形や豆印籠に加え、『源氏物語』千年紀に合わせた、『源氏物語』

にまつわるミニチュア作品など、約1000点を一堂にご紹介します。

　“掌中のたからもの”雛とミニチュアのお道具に、是非心なごむひとときを

お過ごしください。

2008年 2月23日（土） ～ 4月6日（日）

豆印籠

□開館時間：午前10時～午後5時

□休 館 日：月曜日（但し、3/3は開館）　

□入 館 料：一般700円（550円）高大生500円（400円）
　　　　　　小中生300円（200円）
　　　　　　（ ）内は団体10名以上。前売料金

〒606-8203　京都市左京区田中関田町2-7　　

TEL.075-751-1777／FAX.075-762-6262

URL　http://www.shibunkaku.co.jp/artm/　

思 文 閣 美 術 館

（Ｈ様邸）　　場所：京都市左京区　　平成20年2月お引渡し新築工事


